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On the mode of Time in "Les Voyageurs du Temps" by Philippe Sollers
Naoyuki KOYAMA ＊
Abstract: This article aims to clarify the mode of Time in the novel titled "Les Voyageurs du Temps" by Philippe 
Sollers. According to Sollers, Time in Society is a succession of instantaneous now and fl ows lineally. It does not 
expand neither into the past nor into the future. People who believe in Society as if it were God lose gradually 
the sense of Time. On the contrary, the narrator of this novel goes and returns freely through the past, the present 
and the future by reading several texts. He accepts the concept of Time by Gnosis and fi nds the eternal Time of 
luminous paradise which has no relation with Creation nor Last Judgment. Sollers calls this mode of Time fourth 
dimensional one. For him, travelers of Time such as Hörderling, Rimbaud or Kafka are revealers of paradise and 
Messiah in Society here and now. Through the past, the present and the future, their texts appeal to the existence of 
Ecstatic Time of paradise and the narrator himself travels also this fourth dimensional Time.
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18. Cf.,"Heidegger en passant" in L'Infi ni,  no124, Automne 2013, pp.21-28。
19. マルティン・ハイデガー『存在と時間』（1927）、細谷貞雄訳、ちくま学芸文庫、下巻、1994 年、pp.218-219。
20. ソレルスの参照した『正法眼蔵』の仏訳者は道元の言う「有時」を Etre-Temps と訳しているので、あえて仏訳のニュア
ンスにしたがったまま現代日本語に筆者が訳したことをここに記しておく。




































































































































































































































ころが de toujours は「つねに変わらぬ」という意味をもつ
成句で現在に属している。qui はおそらく toi qui「qui 以下
であるお前よ」で、toi が省略されている。toi「お前」と


















遠」の）性質が変わるのは明白だ。J.-C. 以前は J.-C. に



















































































































50. 『ナグ・ハマディ文書 I　救済神話』、荒井献・大貫隆・小林稔・筒井賢治訳、岩波書店、1998 年、pp.66-67。



































































































































































































スのようにラカンは《父の名》についてよく語っていました」。"La Connaissance comme Salut", op.cit.,p.43。
64. VT, p.50。
65. 小説中話者はカフカのことを K と略して書くこともある。
66. VT, pp.50-51。
67. カフカの日記のこと。
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の真の名によって祈願すれば、そのときそれは到来する。
これこそが魔法の特徴だ。魔法は創造するのではなく祈
願するものなのだ」。
ここで、今すぐ、花を生けること。ナイトテーブルの
うえの小さな花瓶に矢車菊を。いつの日か、瀕死の者の
最後の喜びとなるだろう 68。
ソレルスによればカフカの「生の壮麗さ」は、グノーシ
スの言う「光の楽園」のように、あるいはランボーの言う
「ある理性」や「精霊」のように、われわれの身の回りに
つねに現前している。もしわれわれが「生の壮麗さ」を、
「正当な語」「真の名」によって祈願すれば、「そのときそ
れは到来する」。カフカは上に挙げた日記で幼年時代の永
遠の時間を生の呼びかけであるとも書いている。だとすれ
ば、過去における永遠の時間、現在における永遠の時間か
らの呼びかけ、未来における真の名による永遠の時間の到
来、といった時間の構造が認められるはずである。永遠の
時間からの呼びかけを「光の楽園」からの呼びかけとして
捉えれば、これはグノーシス的な時間の概念に通じるもの
だ。そしてこのような「時間」を現世にもたらすことがカ
フカの闘いなのであろう。
しかし何故ランボーもカフカも闘わねばならないのか？
それは「天」から委任されているからだ、と話者は言う。
休みなき精神の闘いにあって、武器になるものといえ
ば、選ばれてあること、「天」からの委任状があるばか
りだ。
「これは委任状だ。ぼくの性からして、ぼくは、誰も
ぼくに与えたことのないような委任状以外、引き受ける
ことはできない」。
もっとも取るに足りない出来事がそれを証明する。到
来するすべては委任されているのだ。これは象徴的な方
針のもとでの戦争だ。K は、『地獄の季節』におけるラ
ンボーとおなじく、自分のことをさかんに「お前」と呼
んでいる。委任された者は、ひとつの魂と、ひとつの身
体を所有する。魂とは、身体の戦争のことだ。ひとは委
任された者を切り刻んだり、喉を掻き切ったり、または
検閲することもできよう。だがたとえそうしても、事は
何も変わらない。次の言葉はカフカのものだ。
「ぼくは、疲れを知らず、幸福な、年老いた漁師の手
首を持っている」69。
「時間」の旅人たちは「委任された者たち」である、と
話者は考える。彼らは、「歴史」を通じて、おのおのの時
代に、違った名を帯びながら、ひとつの魂をもち、覚醒の
啓示を「今ここ」で行うよう、委任されているのである。
彼らはみな「呼びかけ」をおこなうテクストとして、かつ
て在ったが、現在もあり、未来においても在るだろう、存
在なのだと言い得るであろう。そして話者自身もそのよう
な存在なのである。
おわりに
以上に論じてきたことをもう一度整理してみよう。話者
によれば「社会」における「時間」の様態は刹那的・瞬間
的なものであった。「今」の連続が線状的に一定方向へ向
かって流れる「時間」である。今やグローバルな経済と政
治の基準となったキリスト教暦（西洋暦）も、最後の審判
という究極のテロスへ向けての線状的な「時間」である。「社
会」では過去は忘却されるか改ざんされる。未来も現在に
都合の良い見通しのもとにおかれる。労働の「時間」のみ
が「時間」であって、休みの「時間」は「時間」として存
在することができなくなる。
これに対して話者は、過去が未来に浸透し、未来が過去
を抱きしめ、過去と未来に自由に行き来できる現在といっ
た「時間性」を対置する。これはある方向へ線的に流れる
ものというより、あらゆる方角に四散する「時間」である
と言える。ハイデガーが脱自態における時熟と呼んだもの
に近いであろう。あるいは道元の言う「有時」、または老
子の言う「道」とも通じると、話者は示唆する。
一定方向に流れる線状的な「時間」を錯乱させる「時
間」を話者は「精神の闘い」として生きようと試みるので
ある。手始めに話者はニーチェのはじめたカレンダーを採
用する。あるいはシュルレアリストのようにパリの古い界
隈から発せられる磁力に感応する。
しかし線状的な「時間」の流れをもっとも震撼させるの
は、メシアは今ここにいる（ランボー）、楽園は手の届く
すぐそばにある（カフカ）という考え方であろう。伝統的
な教義によれば、楽園は過去に失われたのであり、メシア
は最後の審判つまり時間の究極において（未来）現われる
だろうものである。だが話者の引用する「時間」の旅人た
ちは、メシアや楽園は今ここに現前している、と呼びかけ
る。
実は楽園は失われておらず、メシアはすでに到来してお
り、その呼びかけは今ここにあるという考えはグノーシス
派に親しいものであった。話者は小説の後半から『ナグ・
ハマディ文書』を引用し始める。グノーシスによれば天地
創造の神は傲慢で無知蒙昧な神であり、イエスが「父」と
呼ぶ存在とは別物なのであった。したがって天地創造それ
自体は不完全で過った行為だったのだが、天地創造以前か
ら存在する「父」は、光、音、声、言葉となってこの世に
投げ出されている人間に呼びかけてくる。その呼びかけ（言
葉あるいはテクスト）に答えること、それは、その呼びか
けを認識すること（グノーシス）、理解すること、あるい
は引用すること、となるであろう。この呼びかけに応ずる
とき、ひとは死を免れる、とグノーシスは言う。死を免れ
るときとは、覚醒のときであり、復活のときであり、楽園
のときであり、永遠不滅のときである。
68. VT, p.49。
69. VT, p.51。
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この小説のなかで話者が引用する様々な固有名を帯びた
テクストは、グノーシスの観点のもとに再解釈される。そ
れらのテクストはたんに話者の関心を引くだけにとどまら
ず、呼びかけとしてあり、話者と読者に覚醒を促すものと
して捉えられるのである 70。それらのテクストはそれ自身
が「時間」を自在に旅する旅人でもある。それらは過去に
あったが、現在あり、将来もあるであろう様態において、
今ここで呼びかけている。呼びかけに応じるか否かは読み
手次第なのだ。そして話者自身、それらのテクストに応じ
ながら、それらのテクストとともに「時間」を自在に旅し
ているのだと言えるだろう。その「時間」は「楽園的な」
時間、脱自的な「時間」、恍惚的な「時間」である。
70. すでにロラン・バルトは「劇・詩・小説（一九六五年～一九六八年）」のなかで、グノーシスの文脈をまったく離れたと
ころで次のように述べている。「ある種の表現が話者を訪れ、話者に生起すること（真の話）をつつがなく囲い込めるよ
うに手助けする。（……）ソレルスのいう目覚めはきわめて長く、きわめて短い複合的な時である。丁度、ネロンが生ま
れつつある怪物といわれたように、生まれつつある目覚め、その誕生に時間のかかる目覚めなのである」。バルト、前掲書、
pp.34-35。バルトはソレルスのエクリチュールにおける覚醒的な性格をいち早く見抜いていたと思われる。
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要旨：　本稿はフィリップ・ソレルスの小説『「時間」の旅人たち』における「時間」の様態について
明らかにすることをめざしている。ソレルスによれば、「社会」における「時間」は瞬間的な今の連続
であり、線状的に流れるものである。それは過去にも未来にも拡張しない。「社会」をあたかも神のご
とく信じているひとびとは徐々に「時間」の感覚を失う。これに反してこの小説の話者は様々なテクス
トを読むことによって過去・現在・未来を自由に行き来する。彼はグノーシスによる「時間」の概念を
受け入れ、天地創造や最後の審判に何の関係もない光の楽園の永遠の「時間」を見出す。ソレルスはこ
のような「時間」の様態を四次元的な「時間」と呼ぶ。彼にとってヘルダーリン、ランボーあるいはカ
フカといった「時間」の旅人たちは、「社会」における今ここで楽園とメシアを啓示するものたちである。
過去・現在・未来を通して彼らのテクストは楽園の恍惚的な「時間」の存在を呼びかける。そして話者
自身もこの四次元的な「時間」を旅している。
キーワード：　フィリップ・ソレルス、時間の旅人たち、時間の様態、社会、グノーシス
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